２０２３年度事業報告

１．会員の状況

　　　２０２４年３月３１日現在

　　　　　正会員　　１１０〔内、個人会員数３８：法人・団体等会員数７２〕

賛助会員　　６０〔内、個人会員数４５：法人・団体等会員数１５〕

　　　　　合計　　　１７０〔内、個人会員数８３：法人・団体等会員数８７〕

２．事務局・会務関係

（１）第２３回通常総会の開催　

２０２３年５月２７日（土）　正会員出席者数　７２名（うち委任状出席者数　３５名）

（正会員数　９９名）

２０２２年度事業報告、決算報告、監査報告、２０２３年度全般的執行方針、

２０２３年度事業計画、予算、役員選任

　（２）理事会の開催

	回
	開催年月日
	主な付議事項
	出席役員数

	
	
	
	理事
	監事

	１
	２０２３年　４月１３日
	認定記念イベントと通常総会の進め方
	８
	１

	２
	２０２３年　５月２７日
	議案書内容の確認・通常総会の次第と進め方
	１０
	２

	３
	２０２３年　６月１０日
	各事業部の進捗
	１０
	１

	４
	２０２３年　７月２１日
	各事業部の進捗
	７
	１

	５
	２０２３年　９月１４日
	各事業部の進捗　
	８
	０

	６
	２０２３年１０月２１日
	各事業部の進捗
	６
	１

	７
	２０２３年１１月１６日
	各事業部の進捗
	８
	１

	８
	２０２３年１２月１６日
	各事業部の進捗
	９
	０

	９
	２０２４年　１月１８日
	各事業部の進捗
	９
	１

	１０
	２０２４年　２月１７日
	各事業部の進捗
	７
	１

	１１
	２０２４年　３月２２日
	各事業部の進捗・総会の進め方
	８
	０


（３）定例会の開催

主に隔月第３土曜日、会員紹介、各事業部や会員からの報告以外に、講演会などを企画して勉強会や情報交換を行った
　　　　２０２３年６月１０日

講演会　テーマ：「発達障がいの子育てで気づく見えない障がい」
　　　　講師　吉田　琴美氏
　　　　２０２３年１０月２１日

講演会　講師　COOON　WORKS株式会社　代表取締役　鎌田　亮太朗氏
　　　　　　　ヴァルトジャパン株式会社　浅居　慎次郎氏・小川　修氏　　　　
　　　２０２４年２月１７日
　　　　　講演会　講師　ル・クログループ　代表取締役　黒岩　功氏
（４）障がいのある人の職務開発と雇用の推進に関する支援と情報の提供
〔事業名〕広報啓発事業　機関誌「ＦＯＲＷＡＲＤ」の発行
〔内　　容〕障がいのある人の雇用と就労の推進に関する会員向け会報を年３回発行　　　　

〔事業の対象者〕会員・賛助会員・例会、市民講座などの参加者
〔発行部数〕３５０部／回（カッコ内は執筆者名：法人理事・監事は敬称略）
◆第７２号（２０２３年６月発行）
①「認定ＮＰＯについて」（奥脇　学）

②認定ＮＰＯ法人取得への経緯（堀部　寿美子）

③障がい者雇用フォーラムin大阪報告
④新人幹部研修・就労支援交流会・リーダー会（澁谷　栄作）
⑤第3回キラッと輝く！OSAKA市民活動グランプリを受賞して（井上　宜子）
⑥「学生インターンシップ事業」の３年間を振り返って（乾　伊津子）

⑦「なんでも相談センター」の報告（嶋田　彰）
⑧地域ネット事業部の活動（金塚　たかし）

◆第７３号（２０２３年１２月発行）
①リワークから思うこと（奥脇　学）

②第２３回総会報告（堀部　寿美子）
③「働く障がい者なんでも相談キャンペーン」開催（松井　千穂）
④第５回新人幹部研修会に参加して（株式会社ダイキンサンライズ摂津　森井　祥二）
⑤２０２３年度　職場適応援助者養成研修開催　ねらいと展開（小澤　公嗣）
⑥学生インターンシップ事業「体験型企業見学会〈２０２３〉」（脇田　哲也）
　　　◆第７４号（２０２４年３月発行）
①インクルーシブ・パートナーシップ賞受賞から（奥脇　学）

②２０２３年障がい者雇用フォーラムin大阪（堀部　寿美子）
③第１４回地域再生大賞「インクルーシブ・パートナーシップ賞」を受賞（堀部　寿美子）
④障害者職場リーダー交流会・障害者就労支援交流会開催（澁谷　栄作）
⑤ジョブコーチ「合同フォローアップ研修」での実践報告
（株式会社王将フードサービス　大滝　容子）
⑥支援を要する学生の就労支援に関する情報交換会
（大阪市職業指導センター　今西　智奈美）
　　　　 ⑦新規入会の会員紹介：認定ＮＰＯ法人　Ｒｉｂｉｔ（リビット）
（５）障がいのある人の職務開発と雇用の推進に関する支援と情報の提供
〔事業名〕広報啓発事業「ホームページ発信」「Facebook発信」
（URL：http://www.workwith.or.jp/） 

〔内　　容〕当法人のすべての事業内容を公開し、広く一般市民の参画を進め、また遠隔地からの会員拡大を進めるために、ホームページの構成や内容を変更させより分かりやすい情報伝達を行った。また各事業部の活動やセミナー・研修等の募集についての情報の更新およびタイムリーな情報発信を行い、相談体制や連絡のとれる環境を整えた。

〔実施日時〕通年

〔事業の対象者〕一般
（６）表彰・助成金取得
   ◆第１４回地域再生大賞「インクルーシブ・パートナーシップ賞」受賞　賞金１０万円
　 ◆第３回キラッと輝く！ＯＳＡＫＡ市民活動グランプリ」受賞　賞金１０万円
　 ◆ＳＯＭＰＯ福祉財団　認定ＮＰＯ取得助成金　助成金取得　３０万円
　 ◆ヤマト福祉財団　２０２４年度障がい者福祉助成金　助成決定　１００万円
３．連携事業部　事業報告
《執行方針》
各事業部と「連携」をとり毎年行っている「障がい者雇用フォーラム」の開催企画、そして「連合大阪、全障協、同友会、大阪労働局、大阪府商工労働部、大阪府福祉部、他のＮＰＯ」などと連携し、社会課題に対しての活動を模索、推進した。
《事業項目》
（１）働きたい、働く体験がしたい、働き続けたい障がいのある人を応援する多様な人たちへの講演会
〔事 業 名〕２０２３障がい者雇用フォーラム in 大阪
〔内　　容〕（１）主催者あいさつ
・連合大阪　会長　田中宏和
・ＮＰＯ法人大阪障害者雇用支援ネットワーク　代表理事　奥脇　学
・大阪府 商工労働部 労働政策監　小川　勝
（２）大阪府障がい者サポートカンパニーの集い
「令和4年度 大阪府ハートフル企業顕彰受賞企業の紹介および取り組み発表」
（３）講演1「再休職率0％をめざして
　　　　　　　～精神障碍者に関する職場復帰支援の課題と新しい支援の形～」
株式会社　リウェル　代表取締役　鈴木　友紀夫　氏
（４）事例紹介「就労移行支援事業を利用した復職支援」
ＮＰＯ法人大阪精神障碍者就労支援ネットワーク
〔実施場所〕ドーンセンター　7階ホール
〔実施日時〕２０２３年9月２８日（木）　１３：００～１６：３０
〔参加者〕６７人
（２）はたらく障がい者への相談キャンペーンの開催（連合大阪との共催）
〔事 業 名〕「はたらく障がい者なんでも相談キャンペーン」
　　　　　　　　　～はたらく障がい者の困り事を解決します～
〔内　　容〕障害者差別解消法および改正障害者雇用促進法に規定される、採用など雇用の分野で障
がい者に対する差別の禁止、合理的配慮の提供の義務づけ、相談窓口の設置など、事業
主の対応状況と、働く現場での障がいのある労働者の相談内容の把握と解決に向けて、
相談キャンペーンを展開した。
〔実施日時〕２０２３年9月７日（木）-９日（土）全日１１：００～１９：００
〔実施場所〕認定NPO法人　大阪障がい者雇用支援ネットワーク（エル・おおさか本館４階）
〔事業の対象者〕はたらく障がい者、はたらく意欲のある障がい者とその家族、および障がい者を雇用する事業主
〔相談体制〕ＮＰＯ障害者雇用支援ネットワーク 相談員（相談事業部との連携）
〔周知方法〕・チラシの作成と連合大阪の街頭行動でのチラシ入りポケットティッシュの配布
　　　　　　　・ホームページでの告知、連合大阪Facebookへの掲載
　　　　　　　・Facebookを活用したインターネット広告の配信（9/6～16 配信数66,448）
〔相談対応〕相談体制：６人（延べ人数）
〔相談件数〕相談件数：７件
〔相談内容〕「精神障害で働いているが、自分に仕事をまわしてもらえない」「グループホームのＡ型
で仕事をしているがＢ型に移動して違う仕事をしたいが、どのような方法で移動できる
のか」「介護施設で働いているが、自分の障害のことを伝えていない。オープンにする
かどうか不安だ」「子どもが障がい者で、どう就職に結び付けたらいいのかわからない」
などの相談が寄せられ、それぞれについて対応方法の助言などを行った。今年は、初め
てキャンペーンの告知にインターネット広告を活用し、ネット経由でキャンペーンを知
った人からの相談もあった。
４．相談事業部　事業報告
《執行方針》
『はたらく障がい者なんでも相談センター』では、「障がいのある方々ご本人の声をきく」ことを基本とした相談対応と地域資源等との連携を意識した事業を展開し、相談対応件数は23件となった。
今後もホームページ等で事業周知を行い、当法人が障がい者の雇用就業分野に関する様々な団体の集合体であるという強みを活かしながら、障がいのある方々の就労課題と生活課題を連動させた相談支援体制の構築を目指す。
【事　業　名】はたらく障がい者なんでも相談センター
［内　　　容］はたらくことを中心とした生活全般の悩みや不安を抱える本人やその家族の思いに寄り
添いながら、相談者と共に課題を整理し解決策を見出す相談支援を実施。また、多くは
ないが企業や支援機関等から、障がいのある人の雇用や就労支援のあり方について等の
相談に対応した。
［事業の対象者］障がいのある人とその家族、雇用企業、支援機関など
［実施方法］　大阪障害者雇用支援ネットワーク事務所（エルおおさか４F）
　　　　　　　　　・相談対応時間：9時～17時　適時対応（相談員が不在の場合は別日に相談対応）

　　　　　　　　　・相談体制：就労支援従事者、生活支援従事者、相談支援従事者等の相談員で対応

［実施状況］　年間相談件数としては23件
［相談の概況］
相談経路
・ホームページやインターネットからの相談：14件
・継続相談：2件
・予約なしで飛び込み相談：1件
・関連機関等（企業ネット、エルおおさか、労基、雇用企業）から情報提供されて相談：5件
・不明：1件

相談方法
・当ネットワーク事務所等での対面相談：6件
・メールにて相談対応：3件
・電話にて相談対応：16件

主たる相談者
・障がいのある本人：18件
・家族：2件
・企業（担当者、同僚）：2件
・基幹型相談支援ｃ：1件

障がい種別
・精神保健福祉手帳（発達、てんかん、うつ、高次脳等）：13件
・身体障害者手帳（聴覚、上下肢障がい等）：4件
・療育手帳：2件
・その他（性同一性障害、難病等）：3件
・不明、診断のみ：4件

相談時の日中場所
・在宅：3件
・福祉事業所・支援機関に所属（就A、就B、移行、就ポツ）：5件
・就労中（一般、障がい者雇用、特例子会社、公務員等）：12件
・小学生：1件

相談主訴（内容）
本人や家族からの相談

・就職へ向けての相談：6件

・所属する福祉事業所や支援機関による対応への不満：4件
・所属する企業に対する配慮のなさや対応への不満：9件
・障害のある子どもについての相談：2件
・その他（社内ストーカー、失業保険手続き）：2件
企業からの相談
・障害特性への対応等相談：2件
支援機関からの相談
・障害者雇用企業（特例子会社等）について：1件

　　主な対応
　　　・就労支援機関（就ポツ、移行、HW）の紹介や連携調整：10件

　　　・就職へ向けてのアドバイス・助言：2件
　　　・所属先との関係性構築アドバイス・助言：8件
　　　・障害者雇用企業、支援機関の情報提供や関係性構築：2件

［事業の振り返りと課題］
今年度の相談件数としては23件。主たる相談者は障がいのあるご本人であったが、家族や企業、支援機関からの相談も対応した。特に相談主訴に記されているとおり、障がいのあるご本人から就職へ向けての相談もあるが、現在所属している事業所や企業に対しての不満や思いなどへの相談も多く、傾聴しながら地域にある支援機関の情報提供と同時に、支援機関との調整も行った。
障がいのある方々やその家族が生きるプロセスには、行政、医療、療育、教育、生活、就労、子育て、介護等、多様な支援機関が関わっている。当法人の相談事業はその各分野を横断的にかつ包括的な相談支援としての役割を担っていくことも目標としている。そのためには、障がいのある方々を取り巻く多様な支援の仕組みと連携ができる相談支援事業の展開を模索すること。そして今後も障がいのある方々やその家族の「声をきく」といった権利擁護の視点を大切にした相談支援を展開したい。
５．研修事業部　事業報告
《執行方針》

研修事業部では、教育分野での社会参加の課題や、就業支援や働き続けるための継続支援など、ジョブコーチ養成研修はじめとする様々な就業の課題に対応した研修や広く社会福祉の仕事に携わる従事者に向けた研修を開催した。新型コロナウィルス感染症が5類に移行し、それまで制約のある中で開催していた研修も対面での研修が可能となり、オンラインも効果的に活用しながら各種研修を実施した。

《事業項目》

（１）ジョブコーチ養成研修

「障害者雇用・福祉施策の連携強化に関する検討会」において就労支援に関わる専門人材の育成に向けた検討がなされ、特に職場適応援助者（ジョブコーチ）についてはさらなる専門性の向上に向けた研修の見直しや、一定の資格としての位置付けに向け「職場適応援助者の育成・確保に関する作業部会」において引き続き検討がされており、その動向もふまえながら、今後の新しい研修体系や研修の実施体制の基盤を固めるための１年とした。

１－１　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する講習会の開催

〔事業名〕ジョブ・メイト／ジョブ・コンダクター養成事業（大阪）

〔内　　容〕訪問型および企業在籍型職場適応援助者の養成研修の実施
　〔実施場所〕エル・おおさか、大阪市職業リハビリテーションセンター、実習事業所

　〔定　　員〕第１回　７月　訪問型２５名、企業在籍型２５名
　第２回　２月　訪問型２５名、企業在籍型２５名

［実施日時］第１回　２０２３年７月3日（月）～　７月6日（木））、７月１5日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　７月７日（金）または１４日（金）
　　　　　　第２回　２０２３年１１月１3日（月）～１１月１6日（木）、12月2日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　１１月１７日（金）または１２月1日（金）

〔受講料〕　５４，０００円／１人
〔実施状況〕内訳は下記の通り。

	　
	　
	募集人数
	申込者数
	受講者数
	修了者数

	第１回
(44期)
	訪問型
	25
	31
	28
	28

	
	企業在籍型
	25
	37
	35
	35

	第２回
(45期)
	訪問型
	25
	26
	25
	25

	
	企業在籍型
	25
	31
	26
	26


１－２　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する講習会の開催

〔事業名〕ジョブ・メイト／ジョブ・コンダクター養成事業（アドバンスト研修）
〔実施場所〕ハイブリッド（エル大阪＋オンライン）

〔実施日時〕２０２４年３月６日（水）13：30～16：30

〔受講料〕　４，０００円／１人
〔参加者〕　３７名　　受講生２８名（会場２１名、オンライン７名）＋講師・スタッフ９名
〔内　　容〕ジョブコーチ制度や養成研修のあり方について、「職場適応援助者養成研修のあり方に関する研究会」の報告やジョブコーチに関する最新の動向を共有するとともに、実践報告、テーマ別グループディスカッションを行った。
【行政説明】

「ジョブコーチ制度・職場適応援助者養成研修についての最新動向」
　　　　　　　厚生労働省職業安定局 障害者雇用対策課地域就労支援室室長補佐 小森 康正
【グループ討議・演習】

　　　　　　　① 面談の技法（訪問・企業 共通）

② 職務分析と行動観察、作業指導（訪問・企業 共通）

③ 事業所内調整（企業）

④ 企業へのアプローチ（訪問）
【ケーススタディ】
グループに分かれてケースについて議論
１－３　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する会議の開催

〔事業名〕全国ジョブコーチ連絡協議会への参画
〔内　　容〕民間の職場適応援助者養成研修機関で構成される全国ジョブコーチ連絡協議会がＮＰＯ法人としてスタートし、参画した。養成研修や職場適応援助者（ジョブコーチ）のよりよい制度のあり方について意見交換を行うとともに、合同でのフォローアップ研修会を開催した。
〔参 加 費〕年会費　30,000円

〔会議名称〕合同フォローアップ研修会　
〔実施場所〕オンライン

〔実施日時〕２０２４年１月２８日（日）10:00～16:00

　　　　　　・職場適応援助者の育成・確保に関する作業部会に関する報告
　大妻女子大学　小川　浩

・各養成研修実施機関からの報告（取り組みと今後の方向性について）

　　　　　　・実践報告（養成研修修了生による実践報告）
　　　　　　　　　　　　　受講修了者　　株式会社王将フードサービス　　大滝　容子

（２）教育分野研修
　支援を要する学生・生徒及び教職員や家族に向けた研修を実施し、卒後の進路課題の解決を図るため、大阪府専修学校各種学校連合会と連携して事業を実施した。法人のwebページにおいて活動の紹介を行い、臨場感をもって必要な学校や学生生徒に情報を届けられるよう工夫した。
企業体験前に実施している「スキルチェック」や「体験型企業見学会」の拡充を行ない、インターンシップに繋いだ。さらに希望者には「個別カウンセリング」により伴走的な支援を行った。それにより３名が就職内定に至った。また、学校の教職員と情報共有会議を行い、支援の在り方など、課題の共有を図った。
２－１　支援を要する学生（生徒）インターンシップ

〔事業名〕学生インターンシップ研修
〔内　　容〕支援を要する学生・生徒のための就職準備研修と企業体験

A：就職準備セミナー

（Ａ-1）就労準備セミナー

準備研修①：就活資料作成・模擬面接（目標6名）
実　施　日：２０２３年　６月～
実　　　績：１名

準備研修②：スキルチェック(職業志向性)（目標20名）
実　施　日：２０２３年　６月～
実　　　績：６名

場　　所：①会場（リアル）参加　か　on-line参加

　　　　　　　　　　　会場は大阪市職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ、サテライト・オフィス平野

　　　　　　　　　②会場は能力開発施設など

参加費：①②とも1回に５００円
　　　　　　　(A-2)「体験型企業見学会」働く現場（企業）の見学と業務体験と視察研修
本人・学校教職員・保護者対象に先進的な企業を視察するとともに、業務体験（簡易体験）を通じた職業的志向分野の確認につなげることを目的に開催した。

◎1回目（定員１０名）
　日　　時：２０２３年６月２９日（木）実施

場　　所：㈱ニッセイ・ニュークリエーション
参 加 者：学生（大学３名　高校２名　就労移行３名）８名
　　　　　　体験内容：PC ８名　封入作業０名

　　　　　　　　　　　　付添（学校２・保護者３）５名
　　　　　　　　　　　　その他（企業２）　　　　２名
　　　　　　　　　　　　スタッフ　　　　　　　　７名　　計２２名

◎２回目（定員１０名）

日　　時：２０２３年７月２４日（月）

場　　所：クボタワークス㈱
参 加 者：学生（大学１名　専門２名　高校２名　高等専修３名）８名
　　　　　　体験内容：PC ５名　清掃３名

　　　　　　　　　　　　付添（学校４・保護者３）７名
　　　　　　　        　スタッフ　　　　　　　　８名　　計２３名
◎３回目（定員１５名）
日　　時：２０２３年１２月　８日（金）

場　　所： 佐川グローバルロジスティクス㈱

参 加 者：学生７名
（大学０名　専門２名　高校１名　高等専修３名　
職業訓練生１名）
　　　　　　体験内容：軽作業７名

　　　　　　　　　　　　付添（キャリア２・学校１・保護者６）９名
　　　　　　　　　　　　スタッフ　　　　　　　　　　　　　　４名　　計２０名

◎４回目（定員６名）
日　　時：２０２４年２月２０日（火）

場　　所：パナソニックエコシステムズ共栄㈱
参 加 者：学生（大学０名　専門０名　高校２名　高等専修４名）６名
　　　　　　体験内容：軽作業６名

　　　　　　　　　　　　付添（キャリア０・学校１・保護者６）７名
　　　　　　スタッフ　　　　　　　　　　　　　　４名　　計１７名
全体総括：配慮ある企業を見学するだけでなく、簡易な作業体験も行い、実際に働くイメージを本人はじめ家族・教職員に届ける内容とした。作業種はPC作業と作業系を用意。参加者は、インターンシップでは参加が少ない高校や高等専修学校の生徒が多く参加し、意味のある体験型見学会になった。

(A-3)「企業見学会」義務教育からのキャリア教育
　       　名　　称：「支援を要する児童・生徒の卒後の進路を考えるオンライン社会見学」

　 共　　催：大阪市立中学校教育研究会特別支援教育部・特別支援教育担任者会
　　　　　         大阪市小学校教育研究会特別支援教育部・特別支援教育担任者会

対　　象：小・中学校特別支援学級担任・担当

受講者数：５２名（目標５０名）
　　　　　       小学校教員53.8％　中学校教員44.2％　

日　　時：２０２４年２月２９日　15：30～17：00

見学企業：㈱ダイキンサンライズ摂津

方　　法：on-line見学会（Web会場・各小中学校）

参加費：無料
　　　　　 スタッフ：大阪市教育員会　インクルーシブ教育推進室　片山課長
小 学 校：佃小学校小西校長・四貫島小学校森石校長・北恩加島小学校紫藤先生
中 学 校：弘済小中学校鹿嶽校長・加美中学校和田先生・淡路中学校菅先生・
市岡中学校安部先生・三稜中学校多久島先生
　　　　　 ﾈｯﾄﾜｰｸ  ：㈱ダイキンサンライズ摂津澁谷社長・
研修事業部　井上・脇田・乾・今西・間山・川崎
                 内     容:「障がい者雇用と支援のしくみ」講義
　　　　　　　　　　      「ダイキンサンライズ摂津　会社の概要説明」とon-line見学
アンケート：回収率100％
（質　問）：
説明や資料はわかりやすかったか：とても思う61.5％　思う38.5％
　　　　         　 知識を深められ新たな発見があったか：
　とても思う59.6％　思う40.4％
　　　　　　        その他感想や意見
　　　　　　          ・子どもの将来のイメージがすごくわかりやすかった

　　　　　　　　　　　・卒後のイメージがもてた
・失敗してチャレンジできる、前進できることの大切さを学んだ
・学校で何を身につけるか保護者とともに考える視点をもらった
・この企画が小学校の先生方からの立案ですばらしい
（中学校より）

　　　　　　　　　　　　　　・実際の映像からどんな力をつけていくべきかよくわかった
　　　　　　　　　　　　　　・得意を伸ばす、失敗したら再発防止を考えるなど、学校と同じで感激
・従業員社員へのインタビューが興味深かった
Ｂ：支援を要する学生インターンシップ

（B-1）「学生インターンシップ登録会・面談会」

企業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）の登録と説明および個別面談

日　　時：1回目　２０２３年　８月１７日（木）午後

　　　　　　　　　　　　　2回目　２０２３年　９月　６日（水）午後

場　　所：1回目　大阪私学会館301・302・303号室
2回目　大阪私学会館301・302・303号室
方　　法：個別で面談（説明と面談）　

定　　員：各回　学生２０名・付添２０名
対　　象：支援を要する学生・生徒と家族・教職員
登録会：無料
　 参加者：1回目　学生　９名（大学６名・専門学校１名・高等専修２名）
＋付添９名
　　　　　　　           スタッフ９名

　　　　　             ：２回目　学生１０名（大学２名・専門学校８名）＋付添１０名
　　　　　　                   スタッフ１１名
(B-２)「学生インターンシップ」

３～５日間の企業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）

日　　時：２０２３年８月～２０２４年３月

場　　所：経験豊富な以下の企業（面談結果でﾏｯﾁﾝｸﾞ）
・株式会社ダイキンサンライズ摂津（摂津市）
・株式会社ニッセイ・ニュークリエーション（大阪市）
・シャープ特選工業株式会社（大阪市）
　　　　　　　　　　　　　　・三菱UFJビジネスパートナー株式会社（大阪市）
　　　　　　　　　　　　　　　・コクヨＫハート株式会社（大阪市）
　　　　　　　　　　　　　　　・日本ハムキャリアコンサルティング株式会社（大阪市）
・佐川グルーバルロジスティクス株式会社（大阪市）
・スミセイハーモニー（大阪市）
・㈱バンダイナムコウィル（大阪市）
・㈱Re-Fa　　　　　　　　　　　　　　　　順不同　以上１０社
目標定員：４０名
実施者数：２３名　（大学１１名・専門学校９名・高等専修学校２名・高校１名）
対　　象：支援を要する学生・生徒（高校生以上）

　　　　　　　　　　参加費用：登録料１回１０００円徴収
内　　容：７名
多数のインターンシップの参加者を期待したが、面談説明会は19名、その後４名の追加希望があり、結果的に23名となった。学校種別では大学生47.8％、専門学校生39.1％、高等専修学校生9.0％、高校生4.7％の順。特定の繋がりのある大学キャリアセンターからの紹介が多かったが、1校から複数参加も含まれ、当プログラムが進路の一環となっていることが確認された。今年度のケースでインターンシップ途中棄権はなく全員の企業体験が実現完了できた。２３名中３人が企業に内定（インターンシップ企業ではない会社含む）した。休学を挟んで、最終学年を迎えた大学生のケースでは、配慮ある労働環境での体験とインターンシップの高評価を受け、結果的には体験した会社ではないが、本人決定により新たなスタートを切ることができている。また、インターンシップを行った結果、能力開発訓練に結びついた学生が６名いた。
Ｃ：学生インターンシップ情報共有会議

大学や専門学校等の学校側の抱える課題を具体的に把握し、学生インターンシップをより有効活用してもらうための意見交換の場として「情報共有会議」を開催。大学キャリアセンター、進路担当からの直接要望を伺い、意見交換し、次年度以降のプログラムの参考とした。
実施日時：２０２４年1月１６日（火）

場　　所：エル・おおさか７０１号室

参加者数：８名（大学５名（４校）専門学校２名（1校）
高等専修学校１名（1校）（目標３０名）
　　　　　　　　　　　　　　　　大阪国際大・四天王寺大・大阪経済法科大・関西福祉科学大・
中央ITビジネス専門学校・東朋高等専修学校

対　　象：大学キャリアセンター、進路担当者

参加費：無料
スタッフ：６名
内　　容：参加者の満足度は高く「他大学の取り組みを持ち帰り、共有してできることから取り組んでいきたい」「生徒ひとりひとりとどう向き合っていくのかヒントをもらった」「配慮が必要な学生を見つけて支援につなげる他校の取り組みが知れた」「就職後のことなど学生を思う気持ちにあたたかさを感じた」などあった。また今後の学生インターンシップ事業のヒントも頂いた。
Ⅾ：相談体制の整備「個別カウンセリング」
相談事業部と連動させ、学生インターンシップに参加する学生・生徒・家族や学校教職員に対して専門の相談窓口を開設し、カウンセリングを実施した。各学生・生徒には「個別カウンセリング」を軸にインターンシップを展開し終了後も伴走型支援を行った。
開設日時：月～土曜日(応相談）

対　　応：ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ・相談支援専門員・精神保健福祉士・社会福祉士・公認心理師等経験豊富な人材

場　　所：当NPO事務所・その他能力開発施設など

実施件数：延べ５１件（目標５０件）
　　　　　　　　　　　　　　　　（大学11人・専門学校９人・高校1人・高等専修学校２人）
２－２　雇用と就業の推進に関する講習会開催

〔事業名〕「就労支援の基礎知識」(出前研修)
［内　　容］就労支援に関する知識やノウハウの少ない一般高校や専修学校・大学・短大に出向き、

就労支援の考え方や進め方など基礎知識についての研修を実施した

［実施場所］中央ＩＴビジネス専門学校（依頼先）
［実施校］１校（目標５校）　「卒後の進路と働く力」　派遣：乾

［実施日時］２０２４年３月５日（火）

［対　　象］学生・保護者

［費用徴収］無料
（３）就業支援に関わる支援者研修
〔事業名〕「障がい者雇用支援の基本を学ぶセミナー」（略称：基本セミナー）
［内　　容］障がいのある人の就業支援・雇用管理を業務とする特に初任者を対象として、講義形式で基本的な支援制度や知識、支援方法の研修を行い、グループワークで知識や情報の共有を図った。

［実施日時］２０２４年３月２７日（水）１０時から１７時
［実施場所］エル・おおさか７０８号室

［方　　法］リアル方式
［対象者］企業労務担当者、就業支援従事者、学校ｷｬﾘｱ進路担当者、家族、その他

［参加者］３７名参加（目標３０名）
　　　　　　内訳：企業４　就労支援２３　就ポツ４　生活支援２　学校１　家族１　その他２

［参加費］５，０００円
［講　　師］１０名
［従事者］スタッフ１０名　ボランティア１名

［内　　容］多様な状況がある人の活躍可能な就労の環境をさぐる

―就労困難層のはたらくを考える―

Ⅰ　引きこもり及び就労困難への就労支援
～心理面談と就労訓練による変化　
　　　　　　　　一般社団法人あいち福祉振興会　代表理事　中島　将登

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　臨床心理士・公認心理師　久保　　亮(on-line)

ヴァルトジャパン㈱　　　　　　　　　　 浅居慎次郎
Ⅱ　IT知識を活かすインターネット協働による在宅就労

株式会社インフォ・クリエイツ

　　　　　　　　　　アクセシビリティ事業本部長・検査部長　飯塚　慎司

在宅就労社員　　　　　　　　　　　　 鴻上　正紀(on-line)
Ⅲ　在宅勤務で働く－本人の状況にあわせた配慮の中で働く

㈱カネカクリエイティブ.・コンサルティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　中谷　　智
在宅就労社員　　Mr.Number（ﾊﾞｰﾁｬﾙ登壇）
　　　　　Ⅳ：在宅勤務で働く－在宅での職業訓練を修了し、社会に！

　　　　　　㈱リクルートスタッフィングクラフツ

在宅事業統括室　在宅支援課　青山　祥子（on-line）
在宅就労社員　大谷　真由（on-line）
　グループワーク

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　大阪府専修学校各種学校連合会　　　梶山　武志
［概　　要］在宅での就労、在宅勤務をテーマに４つの取り組みを紹介。講師はリアル登壇と感覚過敏対応のバーチャル登壇を含むon-line登壇を組み合わせ多様な講師陣によるセミナーとなった。それぞれの環境整備の工夫と働きかたを学んだ。特にあいちでの引きこもり支援は、まだ支援領域の未着手分野であり、在宅での支援方法も１つの方法として実施するが、支援の糸口は、現実の社会とどう接点をつくるかにあるとのお話はとても興味深かった。
　　　　　　参加者は障害福祉事業の従事者が多かったが、生活支援や学校、保護者など就労場面とは違う領域からの参加もあり、基本セミナーらしい参加者の構成となった。
　　　　　　最後に参加者同士のグループワークで意見交換を行い、双方向での研修会として締めくくった。

６．企業ネット事業部　事業報告
《執行方針》
２０２３年度は新型コロナの影響がある程度は残ると思われましたが、５月から５類へ引き下げられ、リアルでの開催も支障なくできるようになった。昨年度までの新型コロナ対応を機に普及したオンラインでの開催も活用しながら、企業・支援関係との交流や、企業内での障害者雇用の困りごとに貢献できるように取り組んできた。

《事業項目》

（１）就労支援、定着支援に携わっている方々（就労系福祉事業所、企業の支援担当、学校関係等）を対象に、参加者相互の交流を図る場を設けた。
〔事 業 名〕障害者就労支援交流会
〔内　　容〕１．リアル開催；１０月２７日、オムロン京都太陽、参加者２３名
　　　　　　　　　　１４：３０から、京都市南区にある、オムロン京都太陽で見学会を開催　
最初に三輪社長から会社紹介をして頂いた後、二組に分かれて職場の見学を行った。見学では各職場での色々な工夫で、障害を持った人が効率よく正確に作業できるようになっていた。職場見学の後、４班に分かれてグループディスカッションを行った。今回は、オムロン京都太陽での見学会終了後に、京都市伏見区にある日本酒の酒蔵を改造して作った「月の蔵人」という日本酒レストランで懇親会を行った。いろいろな種類の日本酒を飲みながら、話が盛り上がっていた。
２．オンライン開催；２月７日、(株)スミセイハーモニー、参加者４４名
スミセイハーモニー様の協力を頂き、オンラインで企業紹介とグループディスカッションを行った。企業紹介では、落合社長からスミセイハーモニーの四つの特徴について説明があった。「さまざまな障がいをカバーしあって業務を行う風土」「障がい者の役職者への登用」「ダイバーシティ推進室の設置」「職員自身による会社を良くするための運営」について、詳しくお話をして頂いた。その後、高松オフィスでの取組みについて、鎌田取締役から説明があった。
（２）企業の新人幹部に大阪での障害者雇用に関する情報提供の場を設ける
〔事 業 名〕企業の新人幹部研修会（ 障害者雇用に関して ）
〔内　　容〕障害者の就業についての基礎知識、就業訓練・障害者雇用企業の実情等を２日間に分けて実施。
１日目は大阪市職業リハビリテーションセンターで実施し、午前中は障害のある人の就業、あるいは就業継続のための支援制度・社会資源の講義。午後は就業支援機関での支援の実際と配慮の講義の後、職業訓練の現場見学も行った。
２日目はニッセイ・ニュークリエーション株式会社に場所を移し、企業で働く障害者の職場見学の後、企業での障害者雇用の意味、各種助成金制度、障害特性と職業的課題、企業での定着支援について講義形式で行った。
〔実施日時〕　１回目：７月１２日、　　２回目：８月２日

〔参加人数〕　１３名
（３）働く障害者リーダー会の開催
〔事 業 名〕障害者職場リーダー交流会
〔内　　容〕企業で働く障害者リーダー同士が情報・意見交換を行い、そのモチベーションをアップする事を目的に交流会を行った。１２月５日、１４：３０より（株）ダイキンサンライズ摂津で開催。参加者は２４名。最初に会社紹介、職場見学を行い、その後４グループに分かれてグループディスカッションを行った。グループディスカッションには特例子会社のトップの方にも参加して頂き、各リーダーからの質問に応えて頂いた。ディスカッション終了後は、引き続き懇親会を行い、グループディスカッションの続きや、他グループの人たちとの交流も行った。

（４）企業ネット事業部の活動推進と、障害者雇用関係の情報交換を行う会議の開催

〔事 業 名〕ＥＳネットワーク幹事会議
〔内　　容〕幹事会では、「障害者就労支援交流会」「新人幹部研修」「職場リーダーの交流イベント」の運営と実施結果について意見交換を行いました。　また各社の状況、法改正関係等の情報交換も行いました。
〔実施日時〕年４回開催（６月１３日、８月２２日、１１月６日、２月２０日）
〔参 加 者〕シャープ特選(株)、(株)スミセイハーモニー、パナソニックエコシステム共栄(株)、

コクヨＫハート(株)、ハートランド（株）、パナソニック交野(株)、
ハスウあいファクトリー(株)、(株)ニッセイ・ニュークリエーション、
(株)ダイキンサンライズ摂津

出席事務局：ESネットワーク代表、事業部長、担当理事他
７．地域ネット事業部　事業報告

《執行方針》

今年度は令和3年度、令和4年度の就労移行等連携調整事業で作成した「障害者就労支援ガイドブック」を活用し、支援者としての心構えやアセスメント等の具体的なノウハウを体系立てて習得できる「研修プログラム」の作成を行った。また、地域連携の実践に向けた障がい者に対する個別支援を行った。
（１）研修プログラムの作成
「障害者就労支援ガイドブック」を活用し、就労移行支援事業所・就労定着支援事業所・、就労継続支援A型事業所・就労継続支援B型事業所のスタッフに向けての「研修プログラム」の作成を検討する研修プログラム作成委員会を設けて以下のように実施した。
〔研修プログラム作成委員〕
　　　　　　NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク
金塚　たかし

大阪市職業リハビリテーションセンター

酒井　京子

公益社団法人 全国障害者雇用事業所協会

奥脇　学

社会福祉法人 加島友愛会



酒井　大介 

社会福祉法人 加島友愛会



玉城　由美子 

社会福祉法人 大阪手をつなぐ育成会

　　　　成　慈愛

矢野紙器株式会社 ネクストステージエイブル　
　　　　川﨑　敏行

NPO 法人クロスジョブ



濱田　和秀

高槻市障がい者就業・生活支援センター 

森川　晶平

NPO法人 障害者自立生活支援センター · スクラム
姜　博久

合同会社 まぁーるい心



家坂　友之

神奈川県立保健福祉大学・東京通信大学　名誉教授
松為　信雄

大阪労働局 職業安定部 職業対策課

　　　　安本　容子

高槻市　健康福祉部　福祉事務所　福祉相談支援課
松山　拓馬
〔検討委員会〕　４回開催
２０２４年６月７日・７月３１日・１０月１１日・１１月２７日
（２）障がい者に対する個別支援
大阪府下34名の障がい者に対する個別支援を行った。
第号議案
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